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 年 4回発行の季節便り、今号で 10号になりました。皆さんのご協力のおかげで発行できてお

り、感謝しております。どうもありがとうございます。 

 春分の日を過ぎて、日に日に明るくなり、嬉しい限りですね。桜の開花も間近です。 

 今回は、日本の中のデンマークを教えてもらえる記事、そしてデンマークの中の日本でもある

クラブジャパンの新年会と総会・交流の集いのご報告をお届けします。 

 

会員の皆さんから ～人のつながり、季節～  

 

 

 私は、デンマークの秋・冬が苦手で - 寒さは、デンマークの住居は中が暖かいのでそれほどで

もないのですが - 日が短く暗いのに耐えられません。毎年秋になると東京に渡り、春になるまで

半年を過ごしています。その間、東京で開催されるデンマーク人の集い： 

DAGBO Stambord（DAGBO常連のテーブル） 

  Morgenkaffe朝のコーヒー 

  Aftenkaffe夜のコーヒー     に参加して、楽しく有意義な時をすごしています。 

 このような集まりがどうして開かれるようになったかは、DABGO Stambordが 2006年にニュー

ヨークで Jesper Løvendahlによって始められたことに遡ります。日本で正確にいつ始まったかは

定かではないのですが、DCCJ（在日デンマーク商工会議所）の一連の行事の一つとなった頃、多

分 2010年位でしょう。現在の主催者は、2017年以来 Bo Thomsenさんで、最初に提案された通り

毎月第１水曜日に、会社や組織には属さないフォーマルではない場所で開かれます。目下は、恵

比寿の Tokyo Hops World Beer & Diningという雰囲気のいい 

こぢんまりとしたバーで開かれています。参加するには（他の 

集まりもそうですが）事前に申し込みする必要はなく、恵比寿に 

直接行けばよく、時間も 18時半から 21時位までの間都合のよい 

時に行けば OKです。背景としては、DABGOの規則にのっとって 

グローバルに活躍するデンマーク人同士が出会い、ネットワーク 

をすることが挙げられます。コロナ以降の常連テーブルの参加者 

は、5人から 15人ほどです。 

 品川のローヤルホストで毎月第１月曜日に開かれる Morgenkaffeは、Inger-Marie白石 Nielsen

さんが主催者です。   

 現在の形の Morgenkaffeは 2013年から始まり、今までほぼ規則的に開かれてきました。

Morgenkaffeは、初期には、日本に駐在する夫についてきた妻で、時間にゆとりがあり午前中に

集まれる女性たちでした。彼女たちも独自のネットワークを作りたいと感じたからのようです。   

 現在は、そういう女性(女性が赴任するケースも増えてきて、その場合は男性)はあまりいない 

ようで、出席者も少なくなっています。でも私は、品川から電車で 8分（5.8km）という至近距離

に住んでいることもあり、もっと参加者が増えてくれ、継続することを願っています。SNSで物

 

 

Dagboの集まり                和子ステッフェンセンさん 

2025年 1月 Dagboの集まり 

 



理的な距離を乗り越えられる時代にはなりましたが、やはり実際に会い、一緒にコーヒーを飲み

ながら談笑するのには、勝てません。コロナ以後の平均参加者は、1～5人です。 

 ここまで東京での集まりについて述べてきましたが、日本の他の地域に住むデンマーク人は、

どうなのでしょう？ 

コロナ以前には、大阪で短期間コーヒーを飲む集まりがありましたが、それ以降は、それぞれ個

人的に集まる以外には、東京であるような定期的な集まりはないようです。 

 これは、とても残念です。首都コペンハーゲンに色々な機能が集まっているデンマークと同

様、日本も、首都にいろいろな機能が集まり、何でも「東京、東京」です。でも私は、デンマー

クでは首都コペンハーゲンから 380 kmも離れている Als島に住んでいて、いろいろな行事が地方

では開催されないことを常に残念に思っていることもあり、関西や他の地でもこのような集まり

があるといいと思います。 

Aftenkaffeは、原則としては月に１回ですが、主催者の Boさんの忙しさにより（多忙な時に

は、開けません）、時には何カ月も間が空くことがあります。場所は都内各地にある Starbucks

で、要領は、朝のコーヒーと同じです。 

 これらの集まりに、何か規則はあるのでしょうか？ 

 何もありませんし、会費もなく、集まる場所で自分が飲食する分を自分で払うだけです。ただ

し、デンマーク語を話すことができたら、大きな長所です。最低条件としては、英語を話すこと

ができるということが期待されているということでしょうか。これらの集まりに参加するデンマ

ーク人の日本語は、一晩中話ができるほどのレベルではないからです。 

 私の印象としては、デンマークは 5百 40万人という小国でありながら、このように毎月集ま

り、母国語のデンマーク語での会話だけでなく、日本(東京)に住むデンマーク人にとって有用な

情報も得られ、特に新規に日本移住をした人にとっては、得難い場と言えると思います。個人的

には、まだ具体的な例には遭遇していませんが、住居・仕事・人間関係その他で暗礁に乗り上げ

たデンマーク人にとっては、得難い救い綱にもなることでしょう。 

 また、このように長く続いている背景には、Stambord(常連テーブル)および Aftenkaffe(夜の

コーヒー)の主催者 Bo Thomsenさんと、Morgenkaffe(朝のコーヒー)主催者の Inger-Marie 白石 

Nielsenさんの熱心で絶え間なる献身が挙げられるでしょう。このお二人の熱意・努力がなけれ

ば、これらの集まりは、とっくに消え失せていると思います。 

 デンマークでの日本人の集まりでは、日本人と結婚しているデンマーク人から「また日本人同

士でつるんでいる」というコメントを聞いたこともありました。でも、このような類の意見は、

＜愛のために＞文化も言葉も習慣も(大きく)違う他国に成人してから移住して努力している人々

にとっては、残酷です。たまには母国語をしゃべって息抜きしたい！ 

 国際結婚をした場合、カップルのどちらのでもない国に定住すれば、お互いに平等の条件で良

いと思いますが、実際には、中々難しいことです。どちらかの国でないと、まず仕事を得ること

が困難。どちらの係累(親・兄弟・その他の血縁)やその他のネットワークもない国に二人で暮ら

すには、強い＜愛＞＝結びつきが必要です。私は、デンマークに 10年暮らした後、夫の赴任先ケ

ニアで 3年過ごしたことがあります。DANIDA（デンマーク外務省）の仕事だったのですが、その

採用試験の際、妻の私まで呼ばれ、いろいろ微に入り細に入り調べられ ‐ 特に心理試験は非常

に綿密だったので ‐ 夫が仕事をするのに、どうして私の性格をチェックするのが必要なのか？



と訝しく思いました。でも、それは、ケニアで生活し、初めて分かりました。それまでデンマー

クの生活で、一面ではわずらわしさを感じていた夫の係累、友人・知人および私達夫婦の共通の

友人・知人や私の関係…が急にゼロになったのです。今は、SNSでビデオ会話もでき、写真や動

画を送ることもできますが、その時分は何もなく、本当に大海に救命具もなく投げ込まれたよう

でした。DANIDAは、それまでの経験から、赴任する夫だけでなく妻が誰も知らない地で耐えられ

るかをチェックするために妻の心理テストをした、という訳です。どんなに赴任する夫が優秀で

性格面でも頑丈で未知の地で耐えられても、同行する妻が、例えば育児の面でちょっと聞こうと

思っても誰一人いないような環境に順応できるか？が大きな課題です。現在のように SNSが有っ

ても日本とデンマークでは 7－8時間の時差が有りますし、置かれている状況も大きく違いますの

で、耐えられないで破綻するカップルもいることでしょう。 

 それで、これらの会合に参加してよく思うことは、私がデンマークに来たてのころ、近くにこ

のような集まりが有れば、どんなに良かっただろう！です。Alsでは、日本語を使えるところは

なく、デンマーク語はできないし…子供たちは、小さいし…。夫にもっと私が適応しやすい大都

会に引っ越そうと言ってもとりあってくれないし…。本当に八方ふさがりでした。時折、コペン

ハーゲンに行く機会があった際など、中央駅で日本語ではないものの英語やドイツ語の会話を耳

にし、ほっとしていたものです。 

 またもう一つのエピソードとしては、1991年から 1994年まで私の仕事の関係で日本に駐在し

ていた期間です。それまで私と一緒に日本に遊びに来、私の家族やら友人・知人に大歓迎を受

け、『いい思い』しかしてこなかった夫です。最初のうちこそ『ｘｘさん、ｘｘさん』ともては

やされていましたが、滞在も長くなり『日常』になると『ただの外人さん』です。仕事を探して

もなく、3年も無為の日々を過ごし、まだ 50代だった夫は、「僕は、デンマークに帰る」と宣言

し、私は＜愛のために＞一緒に夫の母国へ帰りました。 

 この巨大都市東京には、きっとかつての私達のようなデンマーク人がいることでしょう。この

人達のためにも、また長年続いた歴史からも、是非継続することを願ってやみません。 

Boさん、Inger-Marieさん、これからもどうぞ宜しく！ 

     ---------------------------------------------------------------- 
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  春の景色 東京 神代植物公園より 

     

      
 

 

 

皆さんの近況、写真、身近な存在、おすそわけ話､俳句、川柳、短歌等、いつでも 

お寄せ下さい。 投稿はこちらまで michikoriko@gmail.com 

 

mailto:michikoriko@gmail.com


Klub Japanの催し 
 

1月 26日（日）新年会  

かるたもお抹茶も大福も 

 熟語かるた取りに百人一首遊び。時間が経つのも忘れるほどだった 

そうです。そして、知恵子さんが点ててくださったお抹茶にお手製の 

羊羹、大福。美味しさにほっぺが落ちそうだったとの 

ことで、来年、皆さんぜひ参加しましょう！ 

 

 

 

3月 23日（日）総会及び第 20回交流の集い  

 頭もおなかも「濃い」ひととき 

 1時からの総会では、2024年度決算報告、2025年度予算案の説明及び承認に続き、理事・代替

が選出され、新たに三人の方が理事会に入られることになりました（詳細は総会議事録をご覧く

ださい）。長らくクラブジャパンの理事として活動してくださった大石彰さん、ノルゴー順子さ

ん、どうもありがとうございました。新理事・代替の皆さんには、次の季節便りに登場していた

だく予定です。どうぞお楽しみに！ 

 続く交流の集いは第 20回目。桜祭りで歌う予定の 2曲を女 

声三部合唱で聴いていただき、その後、まゆみさんのピアノに 

合わせ、早春賦、花、みかんの花咲く丘、夏の思い出、ドレミ  

の歌を歌いました。どれもお馴染みの歌で、皆さん思い切り歌ってくださっていました。 

 続いて、テーマ①高齢者法(Ældrelov)改正と医療改革について、管轄をコミューンから Amtに移

行させることで、介護の質のばらつきの改善が図られること等の説明が知恵子さんからありまし

た。知恵子さんお手製の桜餅にあんぱん、順子さんお手製のマフィンを味わいつつのお茶の時間

は会話も弾み、あっという間に終了時間に。テーマ②高齢者の終の住まいは次回に持ち越しです｡ 

 

 

 

 

Klub Japanの今後の催し 

・4月 16日（水）13時～ 野外で集う会  

・秋 第 21回交流の集い 

 

  --------------------------------------------------------------- 
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写真・文章協力 和子ステッフェンセン、 

        綾子クロイツァー、竹川一彦          

        知恵子ピーターセン（敬称略） 

編集責任    鈴木理子 

4月の桜祭りに野外で集う会。外へ出る機会も増え、

皆さんとお会いできる機会も増えそうです。 

 次回は 6月、夏真っ盛りの少し前に季節便りを発

行する予定です。 

 それまでどうぞお元気でお過ごしください。 

全ての活動について、会員の皆様に随時メールで案内

を送ります。Klub Japanのホームページにも活動の

詳細を順次掲載いたします。  https://klubjapan.dk/ 

 

 

 

 

 

     
 
     

 

 

“正月気分” 

“久しぶりに食べました”

年 1月 Dagboの集まり 
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